
動力 R貢霧機イ呆言正書(大切に保管してq謎い)
この度は弊社製品をお買上げいただき、誠にありがとうございます。
弊社では、本製品を末永くご使用いただくため、保証業務を行っております。
1.本製品は、厳密な品質管理と検査を経てお届けしたものですが、万一保証期間内に、

注意ラベル、取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状熊で故障した場合は、
商品に本保証書を添えて、お買上げの販売店に修理をご依頼ください。

2.保証期間内でも次のような場合は、有料修理になります。
ご使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障、又は損傷。
火災、地鷺即ド害、雷、その他天災地変、塩害、公害や異常電圧による故庫又は損傷。

・消耗部品(パッキン、 0 りング等)の損耗交換時の部品代、及び修理代。
・保管状態が適当でない場合の故障、又は損傷。
・本保証書のご提示がない場合。
・本保証書の所定争頁の未Z己入、あるいは字句を弊社の承認を得ることなく修正した場合。

3.本保証書は、再発行いたしませんので、大切に保管してください。
4.本保証書は、日本国内においてのみ有効です。 1his warrcn1γ is valid only in J叩卯.

※本保証書に記載された内容のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するもの
で、本保証書によって、お客様の法律上の権利を制限するものではありません。

※保証期間経過後の修理等にっいてのご不明な点は、お買上げの販売店にお問い合わせ
ださ、、。

※お客様にご記入いただいた保証書の内容は、保証期間内のサービス活動および、その
後の安全活動のために、ご利用させてぃただく事がございますのでご了承ください。
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ご使用前に、必ず取扱説明書をよく読んで正しく作業してください
取扱説明書の指示内容を守ってください
守られなかった場合は、死亡または重傷事故を起こす恐れがあのます
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はじめに
このたぴは、本製品をお買い上げいただき、まことにあのがとうございます。

この取扱説明書には、安全に使用していただくための要点を記してあのますので、ご使用前に必

ずよくお読みになの、正しくご使用ください。お読みになった後は、いつでも読める場所に保管
してください。また、本書を汚損したり紛失した場合は、お買い上げの販売店にご注文いただき、
大切に保管してください。

本書に記載した企の表示のある注意事項や、機械に貼られたと△の表示のあるラペルは、人身
事故等の危険が考えられる重要な項目です。よくお読みになの、必ずお守のください。家た、と△
の表示のあるラベルが汚損したのはがれた場合は、お買い上げの販売店にご注文いただき、必ず
所定の位置にお貼りください。

本書に記載しだ企の表示のある注意事項や、機械に貼られたム》の表示のあるラベルでは、特
に重要と考えられる取の扱い上の注意事項について、次のように3段階に分けて表示しています。

企危険
^^
^^.

尚、製品の故障や損傷につながる使い方に関する注意事項については、取扱説明書、機械に貼

られたラベルともに、唖夏〕の表示を用いています。

●その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになります。

安全のために必ずお守りください

■その警告文に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があります。

●その警告文に従わなかった場合、けがを負う恐れがあります。

企危険

【作業の前に】
●次に該当する方は、この製品を使用しないでください。

◎酒気をおびた者

◎過労、病気、薬物(農薬を含む)の影響その他の理由によの、正常恋防除作業が
でき恋い者

◎妊娠中の者
◎満15才未満の者
◎負傷中の者、生理中の女性等農薬による影響を受けやすい者

●作業前に接続部のパッキンの脱落が恋いこと、各ネジ部にゆるみが恋いこと、ホー
スに亀裂、摩耗、破損の恋いこと等、各部に異常のないことを確認してください。

●薬液タンクに薬液を入れた状態で、自動車などで運搬し恋いでください。薬液が漏
れる可能性があのます。自動車恋どで運搬する時は、薬液を抜いてください。

●安全性を損恋う恐れがありますので、改造し恋いでください。
●この製品を他人に貸与または、譲渡する場合は、必ず取扱説明書を添付し、良く読
んでから使用するように指導してください。

●防除用噴口、除草剤用噴口が付属されていますが、薬害を起こす危険性があのます
ので、製品本体は防除、除草での兼用使用はしないでください。

【農薬・薬液の取り扱い】
●防除、除草用の農園芸用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。
●やけど、火災の恐れがあのますので、強酸性の薬品・塗料・シンナー・ガソリン'
灯油・ペンジン等は、絶対に使用しないでください。

●調合が適切でない薬液は、作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になる恐れがあ
ります。薬液の調合の際は、薬液の使用上の注意をよく読み、正しく希釈してから
使用してください。

●感電の恐れがありますので、屋内の水気のない場所でバッテリを挿入して
ください。

●濡れた手でバッテリを取り扱わないでください。

目ム、不

0連続噴霧ができ・ない

0レバーコックを開いても噴霧
再開しない

事項

0レパーコックを閉じてもポン
プが止まらず、運転し続ける

●圧カスイッチの異常
●バッテリの電圧低下

原

●圧カスイッチの異常

因

●ポンプがエアを噛んでいる

(P9参照)
●薬液タンクに液がない
●圧カスイッチの異常
●各接続部からの水漏れ

充電時の
不具合

赤色ランプ点灯

充電
しない

◎販売店にご相談ください
◎バッテリを充電する。
(充電しても改善しない場合
は、バッテリを交換する)

●レバーコックからの水漏れ

一①一

対

●バッテリが高温・低温
である

赤色ランプ点滅

◎販売店にご相談ください

策

●コネクタ電極の接続不良

◎ボンプのエア抜きを行う

◎薬液を補給する
◎販売店にご相談ください
◎接続部の増し締め、または
接続部のパッキンを交換
する

◎販売店にご相談ください

充電はしているが
容量が回復しない

●配線の断線
●充電器の異常
●パッテリの異常

◎しばらく待ってから再
度充電する

●充電時間の不足
●パッテリの過放電

または寿命

◎接続端子が汚れている、
または、異物が入ってし
ないか確認し、汚れ、_
物を取の除いてください。
上記内容を確認していただ
いても改善され恋い時は、
販売店にご相談ください。

◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください

●充電器の異常

◎バッテリを充電する
◎数回充放電を繰り返し好
転しない場合は、バッテ
りを交換する

◎販売店にご相談ください

一⑱一
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f回故陣と対策
不 事項

0電源スイッチを操作してもボ
ンプが作動しない

●ポンプ~レパーコック間に圧力が
かかっている

●配線コネクタの外れ
●配線の断線
●電源スイッチの故障
●モータの故障
●ポンプの凍結、異常
●ヒユーズ仞れ

原

0ボンプは作動しているが噴霧
しない

0噴霧するが、霧に勢いがない
または、噴霧圧が低い

因

●バッテリの電圧低下

◎レバーコックを開いて圧力を抜く

●噴口のつまり
●薬液タンクに液がない
●タンクキャップ空気穴のつ家り
●配管のつまり
●配管の破れ、亀裂
●配管の外れ、つぶれ
●吸水ストレーナのつまり(P.12参照)
●ボンプ吸吐出弁の固着

◎コネクタを正しく接続する
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎ヒユーズを交換する。交換後すぐに

ヒユーズが切れるときは、販売店に

ご相談ください。
◎バッテリを充電する。

(充電しても改善し恋い場合は、
バッテリを交換する)

0噴霧中モータがON・OFFを繰
り返す

対 策

●バッテリの電圧低下
(バッテリ表示灯が1灯点滅)

◎噴口を清掃、または交換する
◎薬液を補給する
◎タンクキャップを外して清掃する

◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎販売店にご相談ください
◎吸水ストレーナを外して清掃する
◎吸引機を使用して固着を剥がす

※吸引機付属の説明書をご参照
ください

◎バッテリを充電する
(充電しても改善し啄い場合は、
バッテリを交換する)

●噴口の詰家り
●配管の詰まり
●噴口が適合していない(P.d1参照)

【農薬・薬液の取り扱い】
●農薬は、必ず専用の保管箱に鍵をかけて保管し、絶対に食品や食器と一緒に保管し

ないでください。
●農薬は誤使用、誤飲の危険がありますので、絶対に別の容器に移し替えないでくだ

さい。

●農薬の空容器は、散布液調合時に必ずよく洗い、薬品メーカの指示に従って、その
都度正しく処分してください。空容器を洗った水は、薬害のない方法で処分してく
ださい。

【作業中】
●薬品の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、
長袖の保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険の恋い服装で作
業を行ってください。

●水道、河川、池、沼などを汚染し恋いように、家た、人体や散布対象物以外のもの
にかから恋いよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。

直ち●作業中、作業後にめ家い、頭痛を生じたり、気分が少しでも悪くなった時は、
に作業を中止し、医師の診察を受けてください。

●薬液を入れた状態で薬液タンクを傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出
る事があります。薬液タンクは傾けたり、落下させ恋いでください。

●作業中に噴口部を清掃する時は、顔面等に薬液がかかる恐れがありますので、必ず
電源スィッチをOFF1こし、レバーコックを開いて残圧を抜いてから、噴口部を取の

◎噴口を清掃、または交換する
◎販売店にご相談ください
◎適合した噴口を使用する

外してから行ってください。

【作業後と保管】
●作業後は手足はもちろん、全身を石鹸

でよく洗うとともに、目の水洗いとう
がいをしてください。作業期間中は、
衣服を毎日取の替えてください。

●余った薬液、及び機械の洗浄水は、河
川、水源地、池、沼、下水道に流入し
て被害を及ぼさ恋いよう、薬害の恋い
方法で処分してください。
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●前回使用した薬液が、薬液タンク、ホ 安全作業のための服装

ース、噴口等の内部に残っていると薬
害を起こす危険性があります。使用後は残っている薬液を充分に洗い流してください。

●使用後は充分洗浄し、・屋内の直射日光が当たらず、風通しの良い、子供の手の届か
ない場所に保管してください。

最初に梱包部品が全部そろっているかどぅか、輸送中の事故で破損している部品がないかを確認し
てください。もしも、欠品または破損などがあのましたら、製品名・型式・製造番号と共にお買い
上げの販売店にお知らせください。(製造番号はP.3を参照してください。)

梱包部品一覧

場
保護マスク

製品名:背負式バッテリ動噴真[makoto]

本体部一式

吐出ホース

樹脂縦型2頭口 GV4

レバーコック

スーパー25人力用 GV4

広角除草剤噴口VV型 Gν4

名

樹脂ニユー自在1頭口 GV4

コ'ι、手、吉妄

※保証言{本書末尾}は、
さい。

帽子

保護眼鏡

具合

数

長袖の保護衣

備考

長ズボン

お客様が保証修理を受けられる際に必要となるものです。お読みになった後は、大翊に保管してくだ

一②一

ゴム長靴

型式: BP-10 Li-DX

バッテリ動噴専用充電器

ノズルパイプ(ホルダ付)

パッテリ

名

ヒユーズ

吸引機

取扱説明書

数 備考

本

量

企
注
意

書

品量品



回釈仁朗、、底化加該顯
本製品を末永くご使用していただくため、次の項目をお守のください。

@刃
※充電のしかた等は、 P.13 【田ハ'ツテリ、充電器の取の扱い)をお読みください。
※6ケ月以上の長期保管する時は、 P.10 8-3長期保管をよくお読みください。

^各部の名称と禦叩に貼付されたラベルにっいて

使用前には充電してください。
満充電で保管しないでください。
電動、エアエ具を使用しないでください。

●ラベル部はいつもきれいにして、傷つけないようにしてください。
●ラベルが汚損したの、はがれた場合は、お買い上げの販売店にラベル品番とともに注文し、
新しいラベルに貼の替えてください。

●新しいラベルを貼る場合は、汚れをふき取り、乾いた面にして、元の位置に貼ってください。

製造番号ラベル

背負いバンド

背当てマット

シャッタ
Jr

ず・'

^

タンクキャップ

薬液タンク

状態扱示丈丁

レバーコック

(2)異常時の処置

電源スイツチ

^,"12

ノズルパイプ

"ず

会危

会警

●このハ'ツテリは、内部に有機溶媒を保持しています。このハ'ツテリの液が目に入
つたときは、失明の原因となりますので、こすらずにすぐにきれいな水で充分洗
つたあと、直ちに医師の治療を受けてください。また、このバッテリの液が、
膚や衣服に付着した場合は、皮膚に障害を起こす原因となりますので、すぐにき
れいな水で洗い流し、直ちに医師の治療を受けてください。

●規定の時間を超えても充電が完了し恋い場合は、充電をやめてください。バッテ
りの漏液、発熱、破裂、発火の原因となのます。

●このバッテリが漏液したの、異臭がしたの、変色・変形、その他今までと異なる
ことに気が付いたときは、直ちに火気よの遠ざけ、使用しないでください。漏液
した有機溶媒に引火し、破裂、発火する可倉副生があのます。

//
11H1孫

吐出ホース

孝,

.嬰ウ

'注

区コ

静'

一⑯一

ノ・^^ー

イこ

ノズルホルダ

t3'

充電器

(3)廃棄時の処置

●ご使用済のバッテリは、端子間をショートしないようにしてから、販売店へお渡し
ください。

0

バッテリ

0

・翻'
'、1

一
噴口

危険・警告・注意ラベル

品番:689097830

・水、薬液など液体でバッテリ
を濡らさないでください。
バッテリの充電は、本機に付
属されている専用充電器を使
用し、正しく行ってください。

・バッテリの解休・改造はしな
いでください。
火のそぱや熱源の近くで充電
を行わないでください。

4命》~

ストレーナ
(ストレーナはタンク
キャップを開けると
入っています。)

一③一

r

規定の充電時間を超えても充
電が完了しない場合は、充電
をやめてください。
製品を使用しない場合、また
は、電池の残容量がなくなっ
た場合、バッテリを製品から
外してください。

バッテリを直射日光が当たる
場所など高温になる場所に放
置しないでください。

'ご使用の前に必ず取扱説明書
をよくお読みください。
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●充電器の電源コードを引っ張ったの、電源プラグを破損するようなことはしない
で、必ず電源プラグを持って抜き差ししてください。ケース、電源コードや電源
プラグが傷んだの、コンセントの差し込みが緩い時は使用しないでください。
源プラグは根元まで確実に差し込んでください。感電、発熱、破裂、発火の原因
となのます。

●電源プラグのホコリは、定期的に取ってください。また、湿気やホコリの多い場
所に置かないでください。感電、発熱、破裂、発火の原因となりぎす。

●充電器を使用するとき以外は、電源プラグを電源コンセントから抜いてください。
感電、ショート、発火の原因となのます。

●バッテリの空気口をふさがないでください。空気の風通しを妨げることによの、
発熱、破裂、発火の原因となる可能性があのます。

●製品を使用しない場合、電池の残容量が無くなった場合、長期間製品を使用しな
い場合には、バッテリを製品から外して、なるぺく乾燥した冷所(ただし0゜C
以上)で保管してください。不意の始動でケガを負ったの、バッテリを漏液させ
る原因となる恐れがあります。荻た、サビの発生やバッテリの性能や寿命を低下
させることがあります。

●バッテリは乳幼児の手の届かない所に保管してください。また、ご使用時に乳幼
児が、充電器や機器から八'ツテリを取の出さ恋いように注意してください。不用
意な取扱は危険を伴います。

●0~40゜Cの温度範囲で使用してください。この温度範囲外では、電池の漏液、
発熱、破裂の原因となるおそれがあのます。また、バッテリの性能や寿命を低下
させることがあのます。

●充電器が異常や不具合と思われたときは、直ちに電源プラグを電源から外してく
ださい。感電、発熱、発火の原因となのます。

●充電器に物を載せたの、落下し安いところに置か恋いでください。充電器の破損、
落下による感電、発熱、発火の原因となるおそれがあのます。

●お買上げ後、初めてご使用場合にサピや発熱、その他異常と思われたときは、使
用しないでお買上げの販売店へご相談ください。
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●バッテリの端子が汚れたときは、乾いた布で拭き、端子をきれいにして
からご使用ください。機器との接触が悪いと、電源が切れたの充電され
なくなったのすることがあの薮す。

嬰て

本体寸法

型式

=ヒ

B P-, O Li- DX

最高圧力

高さ50ommX幅285mmX奥行き190mm

モータ形式

最大吸水量

3.2k筈(バッテリ質量含まず)

式

消費

104

ダイヤフラムポンプ

03Mpa

流

公称電圧

1.34/min

10.8>直流モータ

式

06A

リチウムイオンバッテリ

入力電源

108>

出力電圧

1.3Ab (14.04VVゆ

式

出力電

200目

充電時間

バッテリ動噴専用充電器(MODEL:53072)

一⑮一

ACI 00>

流

その他

付

DC125>

30A

属

約30分

(MODEL :5120)

用

400筥

(50/60HZ 75>A)

過充電防止機能付

樹脂縦型2頭口GV4、スーパー25人力用GV4、広角除草剤噴口VV型、
樹脂ニュー自在1頭口(ヘッダー付)、ノズルパイプ(ホルダ付)、吸引機
吐出ホース、レバーコック、ヒューズ(富士端子 FGMB-PBF-125>・2A)

途

吐出量

使用時間

防除、除草等を目的とした一般農薬および、常温清水の散布

総吐出量

付属

樹脂ニユー自在1頭口
噴板φ13使用時

約0.60 ι/min

開

※上記の性能値は付属噴口を使用し、清水にて運転した当社テスト値であの、保証値ではあの
ません。使用環境によのその値は変化し薮す。

※本製品に搭載されているダイヤフラムボンプの特性として、薬液タンク内の水温によの使用
時問、総吐出量は変化し弐す。φK昼が低くなるに従って使用時閻は短くなのきす。)

※改良のため、予告なく仕様を変更する事があり荻す。
※樹脂ニュー自在1頭口は標準でφ165 (165)の噴板が組みっいておのますので、φ13 (13)
の噴板に組み替えてご使用ください。

約80分

約48ι

約0.804/min

直

約105分

付属

樹脂縦型2頭口
使用時

約82ι

約0.74/min

約110分

付属

スーパー25人力用
使用詩

約774

約0.65 ι/min

約110分

付属

広角除草剤噴口VV型
使用時

約71.54

約1.04/min
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亙候討山殉.
6-1:バッテリの充電

(亙刃

6-2:機器の取り付け
【4.各部の名称とラベル貼付位置】を参9系して機器を取の付けます。
・背負バンドのフックを、本体下部の穴に確実に取の付けます。また、
作業しやすいように背負バンドの長さを調節します。

・薬液吐出口に吐出ホース、レバーコック、ノズルパイプ、噴口を取の
付けます。噴口は作業の目的に合わせ選定してください。
(噴口の仕様についてはP.卞1【9.噴口】を参θ鴛してください。)

●お買い上げ後最初に使用する時や、長期間(3ケ月以上)使用しなかった時は、
必ずバッテリの充電を行ってください。
(詳しくは、 P.13 【11-1:充電のしかた】をお読みください。)

6-3:レバーコックの取り扱い

1)レバーとロックハンドルを一緒に操作すると、
握ると噴霧、離すとストップの断続噴霧がで
きます。

2)レバーのみを操作し、ロックハンドルが"カチッ
と音がするまで深く握ると連続噴霧になのます。
連続噴霧の状態から、ロックハンドルとレパーを
同時に握の、離すとストップの状態になのます。ロックハンドル

●作業前に各ネジ部にゆるみがないこと、接続部のパッキン、 0りングの脱落が恋いこと、
ホースに亀裂、摩耗、破損のないこと等、各部に異常がないことを確認してください。

●安全性を損なう恐れがあのますので、付属ホース、レパーコック、ノズルパイプ、噴口は
他の用途(他の動力噴霧機での使用、コンプレッサでの使用等)には使用しないでくださ
い。

●破損の恐れがあのますので、ホースを無理にねじったの、引っ張ったり、曲げたりしない
でください。

●作業中以外は、レバーコックを停止の状態にしてください。

6-4:薬液の調合、充填
電源スイッチがOFFになっていることを確認し、調合した薬液を薬液タンクに入れます。
イ)薬液タンクには、薬液が10ι入のます。薬液タンクに目盛のが付いてますので、作業の目安と

してください。

2)計量カップの使い方
※計量カップはストレーナの裏にあのます。
下の絵付希釈倍率は、タンク満水 a04)の場合です。
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11-4 ゾミッテリ、充電器取り扱い上の注意
(1)使用環境及び条件
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<、,

●バッテリ・充電器を安全に使用するために、使用前に必ずこの取扱説明書に記載
されている内容をよくお読みください。また、お読みいただいたあとは大切に保
管し、必要なときにお読みください。なお、取扱説明書が充分に理解できない場
合は、販売店にご相談ください。

●このバッテリと充電器は、本製品専用です。充電は、必ず付属の充電器を、指定
された電源に接続し、正しく行ってください。他の製品・用途には使用しないで
ください。バッテリを電源コンセントや自動車のシガレットライタの差し込み口
に、直接接続しないでください。感電、漏液、発熱、破裂、発火する原因と啄の
ます。

●水に漬けたの、水をかけたの、雨中にさらすなど、液体で濡らさないでください。
また、湿気の多い場所で充電をし恋いでください。異常恋電流、電圧でバッテリ
が充電され、感電、漏液、発熱、破裂、発火する原因となのます。

●火やストーブのなどの熱源の側や、直射日光の強い所、炎天下の車内などに放置
したの、熱源の近くで充電を行わないでください。充電ができなかったの、異常
な充電が行われたのして、バッテリの発熱破裂、発火の原因になのます。また、
バッテリを火の中に投入したの、加熱しないでください。バッテリの破裂などに
よって内部の有機溶媒が飛散する原因となの危険です。

●分解したの、改造しないでください。バッテリには、危険防止のため保護装置が
組み込まれています。分解・改造などによってこれらを損なうと、感電、漏液、
発熱、破裂、発火の原因となのます。

●このバッテリは、プラス・マイナスの向きが決められています。充電器や本製品
に接続するときに、うまく繋がらない場合は、無理に接続しないでください。
ラス・マイナスを逆に接続すると、バッテリを漏液、発熱、破裂させる原因とな
のます。

●この八'ツテリには、内部のガスを放出するため、ガス抜き機構を備えていますの
で、気密性の高い容器などに入れないでください。バッテリを破損させる原因に
なのます。

●バッテリに強い衝撃を与えたの、投げつけたのしないでください。パ'ツテリの漏
液、発熱、破裂の原因となのます。

●パッテリや、充電器の接続端子部に金属類が接触しないように、ピンや針金、、
属製のネックレス等と一緒に持ち運んだの、保管しないでください。また、ゴミ
を付着させないでください。バッテリのショート、漏液、発熱、破裂、発火の原
因となのます。

●濡れた手で、充電器の電源プラグを抜き差ししないでください。感電の原因と怨
のます。

●電子ンンジや高圧容器に入れないでください。発熱、破裂、発火の原因となる可
能性があのます。才

'参
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計量カップ

断続噴霧
連続噴霧
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バッテリ、充電器の取り扱い

ゞ

行ってください。

-1:充声のしかた_.、キツテリを充電するときは、二昏源スィッチをOFF1こしてから、パッテリを本機から取りだして充電を

.充電器の電源プラグを、家庭用コンセント(ACI00>)に差し込んでください
(このときランプは点灯しません。)
.バッテリを、充電器のコネクタ部に最後まで差し込んでください。
.充電器のランプが緑色に点滅し、充電を開始します。
.約30分後、緑色のランプが点滅から点灯に変わの、
充電が終了と恋ります。
(充電器ランプが点滅から点灯に切の替わるまでの
時間は、放電状態により異なります。)

.充電終了後は、バッテリを充電器から外し、充電器の電源プラ
グをコンセントから外してください。

11-2:充電器の赤色ランプが点灯した場合、点滅した場合
A:赤色ランプが点灯した場合

直射日光下に放置、または、使用直後などバッテリが熱すぎたの(40゜C以上)、冬期保管中など、
冷えすぎたの(0゜C以下)した場合は、ハ'ツテリ保護の為、充電が開始されきせん。充電待機状態
ですので、バッテリの温度が適切になれぱ、自動的に充電に移のます。

B:赤色ランプが点滅した場合
充電ができない状態です。バッテリの取付部分、または、バッテリの端子が汚れてい恋いかを確認
し、汚れていれぱ綿棒恋どで汚れを拭き取ってください。
バッテリの取付部分、ぎたは、バッテリの端子部に異物が入っていないか確認し、異物が入ってい
れぱ、取の除いてください。
上記、 2点をご確認いただいた上で状態が改善され恋い場合は、充電器または、バッテリの異常と
考えられますので、販売店にご相談下さい。

11-3 充電器の使用条件
定格入力電圧

入力周波数

●防除.除草用薬品の散布、散水用途以外には使用しないでください。
●強酸性の薬品・塗料・シンナー等は絶対に使用しないでください。
●薬液の調合の際は、必ず薬品メーカの指示に従ってください。調合が適切でない農薬は、
作物を傷めるだけでなく、人体にも有害になることがあり家す。

●薬液を入れ終わったら、タンクキャップをしっかのと締め付けてください。
●薬液タンクに薬液を入れた状態で、自動車などで運搬しないでください。薬液が漏れる可
能性があります。自動車などで運搬する時は、薬液を抜いてください。

出力電圧

使用時温度

使用環境

(亘要)

匪候

●薬液を薬液タンクに入れる際は、別の容器でよく撹押して、必ず付属のストレーナ
(コシ網)を通して入れてください。(薬液に異物やゴミが混ざっていると、故障

の原因になのます。)

●土壌消毒剤、士壌薫蒸剤は、故障の原因になのますので、使用しないでください。

フ-1:作業の前に

ACI00>

50/60HZ

DC125>

0゜C~+40゜C

●農薬の吸入や付着による事故を防ぐため、帽子、保護眼鏡、保護マスク、ゴム手袋、長袖の
保護衣、長ズボン、ゴム長靴を着用し、皮膚が露出せず危険のない服装で作業を行ってくだ
さい。

●水道、河川、池、沼などを汚染しないように、また、人体や散布対象物以外のものにかから
ないよう、風や周囲の状況に充分注意して作業を行ってください。

●薬液を入れた状態で薬液タンクを傾けると、タンクキャップの空気穴から薬液が出る事があ
のます。薬液タンクは、傾けたり、落下させないでください。

●作業中、作業後にめまい、頭痛を生じたり気分が少しでも悪くなった時は、直ちに作業を中
止し、医師の診察を受けてください。

●作業中に噴口部を清掃する時は、顔面などに薬液がかかる恐れがありますので、必ず電源ス
イッチをOFFにし、レパーコックを開いて残圧を抜いてから、噴口部を取り外してから行っ
てください。

●噴口の交換を行う時は、必ず薬液タンク側面の電源スィッチをOFFにし、レバーコツクを開
いて残圧を抜いてから行ってください。

屋内使用のみ

＼＼

一⑬一

(亙亘) ●薬液タンクに薬液、あるいは清水が入っていることを確認してください。薬液タンク
が空の状態でポンプの運転を続けると、ポンプを損傷する恐れがあのます。

性能が充●冬期等、気温が低い状態で使用した場合は、連続使用時間が短くなったの、
分発揮されない事があります。

フ-2:作業開始
つ付属のバツテリを入れます、

製品本体側面のシャッタを指で押さえこみながら、下方向にずらすとシャツタが開きます。
シャッタを下まで開き、パッテリを奥まで差し込んでください。
(シャッタが開いた状態では、電源スィッチの操作はできません。)
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2)シャッタを閉じます
ハ'ツテリを奥まで差し込みシャッタを閉じてください。
バッテリが奥ぎで差し込まれていないと、シャッタが
閉じません。

シャッタを閉じないと電源スイッチが操作でき家せん。

3)電源を入れます
レバーコックが閉じていることを確認してから、電源スイッチをONにしてください。

●レバーコックが閉じていることを確認してから、電源スイッチを操作し
てください。レバーコックを開いたまま電源スイッチを操作すると、顔

面などに薬液がかかる恐れがあのます。

4)レバーコックを操作し噴霧作業を行います

※0.3Mpaで作動する圧カスイッチが搭載されていますので、停止の状態にすると
圧カスイッチが作動し、モータ・ポンプは停止します。'故障ではあのません。
(タンク内に液体が無い時、圧カスイッチは作動しません。)

""^

5)散布作業が終了したら、電源スイッチをOFFにし、レパーコックを開き残圧
を抜いてください。シャッタを開けて、バッテリを引き抜いてください。
ハ'ツテリにロック機構はあのませんので、しっかのと持って引き抜いてください。

※本機には過放電防止機能が搭載されていますので、ハ'ツテリ電圧が適正使用電圧外と
なったときに、電源がOFFに恋ることがあのますが、故障ではあのません。
充電作業を行ってから噴霧作業を行ってください。
(P8 【フ-3:パッテリチェックのしかた】をご確認ください。)

ーーーーーー^

<別売噴口Aを選定した場合>
ポンプの吸水量に比ぺ噴口Aの吐出量が少恋いため、圧カスイッチ作動圧まで吐出圧が上昇し、
頻繁にON-OFFを繰り返しますので、使用しないでください。

<別売噴口Bを選定した場合>
吐出量が多い噴口Bを選定した場合、
吐出圧:02Mpa
吐出量:084/min

となります。噴口の種類によっては吐出圧が低く、霧の状態力儒いことがあのます。

f訶点検'=備
(亙亘)

10-1:吸水ストレーナ
薬液タンク底部の吸水ストレープは、ストレーナを通ったの、
何らかの原因で薬液タンク内に入ったゴミや塵が、ポンプに入
らないためのフィルタです。吸水ストレーナが詰まると、噴霧
状態が悪化したの、ポンプにも悪影響を与えますので、使用後
は、薬液タンク底部の吸水ストレーナを清掃してください。吸
水ストレーナは、吸水ホースを持って引っ張ると取の外しでき
ます。清掃後は、元の状態に戻してください。

●常に機械をきれいにしておくよう1山がけましょう。ネジ類の緩みや、破損している
箇所がないか調ぺてください。また、次に示す項目についても、点検・整備を脚が
けるようにしてください。

一⑦一

10-2

とデーf

(亙亘)

ヒューズの交換

吸水ホース

●本機には、モータ、配線の保護のためヒューズを取の付け
てあのます。何らかの原因でヒューズが切れた場合は、 )

液タンク側面の噴霧ユニットを固定しているネジ(4箇
所)を外して、噴霧ユニットを開き、ヒユーズボックスから
切れたヒューズを取の出し、新しいヒューズと交換してく
ださい。また、必ずヒユーズが切れた原因を究明して、その
箇所を修理してから作業を行ってください。

※ヒューズが切れる原因としては、次のことが挙げられます。
●農薬によるポンプの固着
●配線の被覆破れ
●誤配線
●ボンプ、配管のゴミ詰まの
上記内容を確認していただいても、ヒューズが切れるとき
は、販売店にご相談ください。

ヒューズ型式:富士端子 FG鵬一P肝一125V-2A

吸水ストレーナ

吸水ストレーナ
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本機では、下記の4種類の噴口を標準付属品としています。
下記を参照して、用途にあった噴口を選定してください。

●樹脂ニユー自在1頭口GV4 (φ13)
直一開の切替ができ、直では立木の防除ができます。
用途:一般防除用(殺虫剤、殺菌剤)
◎直は握りの位置を調整し、しぶきの少ない位置でご使用ください。
◎標準でφ1.65 (165)の噴板が組みついておりますので、カバーを
外し、付属のφ13 (13)の噴板に組み替えてご使用ください。
噴板を交換し恋いと霧が粗くなります。

噴口

(亘蚕)

●樹脂縦型2頭口 GV4
用途:一般防除用(殺虫剤、殺菌剤)

●スーパー25 人力用 GV4
少量散布除草剤専用の噴口です。
用途:少量散布除草剤用 d0アール当たり25ι)

●広角除草剤噴口W型 GV4
粗い粒子で扇形状に噴霧する多量散布用の噴口です。
用途:多量散布除草剤用(10アール当たの50~1000)
◎密生している雑草、草丈の高い雑草などへの除草剤

散布用、畦畔用、散水用、土壌改良剤散布用

人力、バッテリ動噴専用噴口ですので、1Mpa以上の
吐出圧力となる他製品では使用しないでください。
破損の原因となの荻す。

カバー外し
1-ー~開
r/ー・_握り

' 1ξ直
""'、●樹脂ニュー自在1頭口

噴板 Gν4

※標準噴口以外の噴口を使用する際は、下のポンプ性能表を参照して、本製品に適合した
噴口を選定してください。適合しない噴口を使用した場合、圧カスイッチが作動し、頻
繁にON・OFFを繰り返したの、霧の状態が悪いことがあのます。

<ポンプ性能表(バッテリ電圧108>、環境温度及ぴ水温25゜C時)>

0

フ-3:バッテリチェックのしかた
●本機では、バッテリのチェックをより正確に行うために、ポンプが運転状態でのバツテリ

電圧を、状態表示灯で表示しています。
●バッテリのチェックは本機側面の状態表示灯で行います。

(P.3 【凱.各部の名称と製品に貼付されたラベルについて】参サ系)
.薬液タンクに少量の水を入れ、 P.6 【屈.作業】に従ってボンプを運転状態にします。

(散布作業を行う時は、薬液タンクに薬液が入っている状態で散布状態にしてください。
その際、薬液が人や作物にかから恋いよう注意してください。また、パ'ツテリのチエツク
時は、恋るべくタンクキャップを外し、薬液タンク内に散布するようにしてください。)

.運転を開始してから数秒(5~6秒)後、状態表示灯の表示を確認してください。

15

四"・、""

●樹脂縦型2頭口 GV4

1.0

広角除草剤
噴口VV型

吸水量

●スーパー25人力用 GV4
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ノ

ノ

ノ

●広角除草剤噴口W型GV4
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別売噴口B

樹脂ニユー

態

自在1頭口(直)ースーパー25
一人力用1頭口ーーー^ーーー

状態表示灯の表示 圭《一

ーー

樹脂縦型2頭口「樹脂ーユー

01

...

3灯全てが点灯

一⑧一

..

2灯が点灯

一七t
1 自在1 頭口(開)

一⑪一

.00

1灯が点灯

02

フ-4:保護機能
●本製品には、ハ'ツテリの温度が熱すぎる時に放電を停止する保護機能を搭載しています。
保護機能が働き放電が停止した時は、本機側面の状態表示灯2灯が交互に点滅します。

別売噴口A

80

●卜00
1灯が点滅

i■、.ノ

φ1φ:,,:,
3灯全てが点滅

100%

60~79%

03
吐出圧

(Mpa)

30~59%

使用中、または始動時に保護機能が働いた時は、バッテリの温度が熱すぎますので、冷める
のを待ってからご使用ください。

※バッテリを本機よの取の出した方が、よの早く冷ますことができます。
※バッテリを本機内にいれたまま冷めるのを待っ場合は、メインスィツチをOFFにして

ください。
※保護機能の解除には、バッテリ温度が使用に適した温度まで下がることと、メインスィツチ
を一度OFFにしてから再度ONにする作業(パワーオンリセツト)が必要です。
(メインスィッチをONのまま放置し、バッテリ温度が使用に適した温度まで下がっても、
自動的に再始動する事はあの家せん。)

10 ず岡、、.ノ

状態表示灯の表示
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●散布作業を中断し、移動または放置するときは、不用意な散布などを防止するため、電源ス
イッチを必ずOFFにし、レバーコックを開いて残圧を抜いてください。残圧を抜いた後は、
ストッパを使用してレバーロックをしてください。

●作業中に噴口部を清掃、交換する時は、顔面などに薬液がかかる恐れがありますので、必ず
電源スイッチをOFFにし、レバーコックを開いて残圧を抜いてから、噴口部を取り外して
行ってください。

(重夏) ●タンク内の薬液が少なくなり、吸水ストレーナからエア(気泡)を吸い込んだ時、
霧の状態が悪く、圧カスイッチが動作しにくいことがあのます。これは、ポンプ内
にエアを噛み込み、圧力が上がら恋くなることが原因です。この様な時は、レバー
コックを【開】の状態にしたまま、電源スイッチをOFF1こし、再ぴONにすると、
ポンプ内のエアが抜け、圧力が正常の状態に戻ります。

●電気系統が故障することがありますので、シャッタ、背当てマットを取り外した状
態で作業をし恋いでください。また、シャッタ、背当てマット内部に噴霧しないで
ください。

fヨご使用後のお手入れと保昌
8-1:作業が終わったら

●作業後は、メインスイッチをOFF1こしてからレパーコックを開き、ホース内の残圧を
逃がしてください。

●作業後は、手足はもちろん、全身を石鹸でよく洗うとともに、目の水洗いとぅがいを
してください。作業期間中は、衣服を毎日取の替えてください。

下水などに流入して被害●余った薬液及び、機械の洗浄水は、河川、水源地、池、 ノロ、

を及ぱさないよう、薬害のない方法で処分してください。
●前回使用した薬液が、薬液タンク、ホース、噴口などの内部に残っていると、薬害を
起こす危険性があのます。特に、除草剤散布に使用した後、一般防除作業に使用する
場合は、残っている薬液を充分に洗い流してください。
洗浄が充分でないと、薬液タンク、ホース、噴口に付着した除草剤で植物が枯れるこ
とがあのます。

※充電のしかた等は、 P.13 【匪パッテリ、充電器の取り扱し口をお読みください。
※6ケ月以上の長期保管する時は、 P.10 8-3:長期保管を良くお読みください。

●使用後は、屋内の直射日光が当たらず、風通しが良く、凍結しない、子供の手が届
かない場所に保管してください。

※プラスチック部分は、直射日光に長時間さらされると、著しく強度が低下することがあのます。また、

注意ラベルも変色したの、はげやすくなったのしますので、保管には充分注意してください。

8-2.薬液タンク内部の洗浄

8-3.長期保管
長期間(6ケ月以上)本機を使用しないときは、前記の手入れに加えて、下記事項を実施してください。

1) P.8 7-3:パッテリチエックのしかたに従いパッテリチエックを行います。
2)状態表示灯を確認し、下記の表に従ってください。

(亙刃

●特に、冬期の保管では、ポンプ内に薬液が残っていると、凍結によの故障、破損
の原因となのます。自動車用不凍液または、ウィンドウォッシャ液を入れるか、
噴口から残液が出なくなるまでポンプを運転し、残液が無くなったことを確認し
て、メインスイッチをOFFにし、保管してください。

●予備の八'ツテリをご使用の場合にも、上記同様に保管してください。また、密閉
容器内での保管はしないでください。

●6ケ月に1度は状態表示灯が1~2灯点灯することを確認してください。●使用後は、薬液タンク内の残液を抜き、薬液タンク内面に付着した薬液を、清
水できれいに洗い流してください。

●再度、薬液タンク内に清水を入れ、ポンプを数分(2~3分)運転し、ボンプ、
ホース、噴口恋どの内部に残っている薬液も洗い流してください。その後、
液タンク内の残液を抜き、再度ポンプを運転し、噴口から残液が出なくなった
ら、メインスイッチをOFFにしてください。特に、冬期の保管では、ポンプ
内に薬液が残っていると、凍結により故障、破損の原因となのます。自動車用不
凍液弐たは、ウィンドウォッシャ液を入れるか、噴口から残液が出なくなるまで
ポンプを運転し、残液が無くなったことを確認して、メインスイッチをOFFに
し、保管してください。

一⑩一

状態表示灯の表示

...

3灯全てが点灯

..0

2灯が点灯

.00

1灯が点灯

残容

30分程度運転する

,100
1灯が点滅

※1

一⑨一

,・喧・φ>
3灯全てが点滅

3灯全てが点灯の時は、バッテリを本機にセットして、薬液タンクに水を入れ
30分程度運転し、状態表示灯が2灯、または1灯の点灯であることを確認し、
保管してください。

※2

そのまま

長期保管可能

3灯全てが点滅の時は、付属の専用充電器で15分程度充電して、充電器から取の
外し、状態表示灯が1~2灯点灯することを確認し、保管してください。

(亙刃

15分程度充電する

量

全
注
意

1
●

注
意

1
●

讐


